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淡路島のカミキリムシ

堀田久

淡路烏のカミキリムシ類については、1958年に発表したことがあるが（兵庫生物Vol.

3.Nu4)その後の採災品を加えて、ここに淡撚産カミキリムシ科の目録を作成してみた。こ

れまでの湖'↑fは械めて不十分なものであるが、今後の調梵研究に少しでも役立てば幸いである。

今、手許にある棟本に茶いて、各諏の採集地名と採集年月日を掲げ（採集頭数は省略した）

併せてこれ誉での観察結果を怖噸に妃述した。和名と学名は保育社の原色日本昆虫生態倒鐸カ

ミキリ編によったものである．太方、本礁を表と没,るにあたり、皆市な沓料をいただいた棒同

"IIjj氏にI!（お礼II1し上げるとともに、同好詣需の力によって、一日も早く完全な淡黙のカミ

キリ緬のH録が作られることを念鮪して止支ないj,の季ある、

カミキリムシ科CerambVcidae

lノコギリカミキリ亜科Pr.ioninae

l・ノコギリカミキリPrionusinsularis

洲本市安乎町（1947．6．23．1947．7．23）

先III(197().8.8)

6～8月上間各地に舞通に見られ、嬬火によくりﾐまる。

Ⅱホソカミキリ報科Disteniinae

2．ホソカミキリDisteniagracilis

先山（1951．7．23）洲本市安乎町（1970．7．10）

将通緬であるが個体数はあまり多くない。夜間によく活靴する。

3

4

5

Ⅲハナカミキリ亜科Lepturinae

ツヤケシノ、ナカミキリ"Marthalepturascotodes

洲本市下加茂（1968．6．5）

ヤツボシハナカミキリLepturaarcuata

洲本市下加茂（1968．6．5）

subsP.tsumagurohanaで黒色部が少なく、はん紋は

Ⅳクロカミキリ亜科Spondylinae

クロカミキリSpondylisbuprestoides

はん紋ははっきりしない｡
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洲本市安乎町（1947．7．23，1951．8．10）

先山（1947．8．8）津名町大町（1966．9．20）

普通種で7～9月頃各地に出現し、燈火にもよく災まる。

Vカミキリ亜科Cerambycinae

6．アオスジカミキリXystroceraglobosa

洲本市安乎町（1947．7．10，1951．7．5，．1970．9．3）

津名町大町（1970．8．25）

普通種で燈火によく集まる。

7．ミヤマカミキリMallambvxraddei

洲本市安乎町（1951．7．29）洲本市由良町（1951．8．1）

先山1．1970．8．8）

7～8月頃クヌギやカシワの木に見られる普通稗。

8．キマダラヤマカミキリPseudaeolestheschrysothrix

先山（1948．7．30）洲本市安乎町（1964．12．30．1971．

冬瑚クヌギ材中にいる成虫をかなり採集したことがある。

9．ヨツポシカミキリStenygrinumguadrinotatum

津名町大町（1966．6．17）洲本市安乎町（1970．6．10）

6月頃儒火によく集まる。

10.アメイロカミキリStenodryaSclavigera

瀧名町大町（1967．5．27）洲本市安乎町〔1970．6．21）

11．ミドリカミキリLeontiumviride

洲本市安乎町（1947．6．18，1947．6．30．1971．5．17）

瀧名町大町（1966．6．25，1967．5．25，1967．5．27）

5～6月頃個体数が多く、クヌギの伐採木や花によく集まる。

12．ヒメスギカミキリPalaeocallidiumrufipenne

洲本市安乎町（1947．4．15）

スギの倒木によく集まる。

13．トラフカミキリXylotrechuschinensis

洲本市安乎町（1946．7．14）

これまでにカボチャの葉上にいたのを1頭採集しただけである。
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14.タケ・トラカミキリChlorophorusannularis

洲本il'.安乎町(1947.7.24.1947.7.31,1951.7．29.1970.7.3)

15

雌も涛洲の鞭で7～8月頃各地に多い。

エグリトラカミキリChlorophorusjaponicus

洲本『|】安乎町（1947．6．26，1948．5．23．1970．7．3．1971．5．16）

沌名町大町（1966．6．20．1967．5．25）

肢も幣通の稀で、5～8月頃各地に多い。

16．クロトラカミキリChlorophorusdiadema

洲本市安乎町（1947．7．25）

許iMFIiでず》るがエク'リトラカミキリよりは個体教が少ない。

17.ヨッスジトラカミキリChlorophorusquinquefasciatus

洲本市安乎町（1946．7．21）三熊III(1952.7.25)

18．ベニカミキリPurpuricenustemmincki

洲本市安乎町（1948．5．23，1970．5．2()）

5月上自普i耐に見られる。冬期に枯竹を割っていて成虫を採集したことがある。

19．へリグロベニカミキリPurpuricenusspectabilis

洲本市安乎町（1946．6．20）洲本市由良町（1971．4．22）

VIフトカミキリ弾科Lamiinae

20．ナガゴマフカミキリMesosalongipennis

先IIK1970.8.8)

吋制クヌギなどの伐採木によく集まる。

21．カタシロゴマフカミキリMesosahirsuta

先1l1(1951.7.23)津名町大町(1966．7.3)

22．キクスイモドキカミキリAsaperdarufipes

洲本市安乎町（1947．6．18）

23．ハイイロヤハズカミキリNiphonafurcata

洲本市安乎町（1971．5．16）

24．トガリシロオビサピカミキリPterolophiacaudata

洲本市安乎町（1946．7．20，1970．6．10）

先山（1951．7．23．1952．8．12）
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背通種でウパメガシに染まっていることが多い。

25．アトモンサビカミキリPterolophiarigida

洲本市安乎町〔1947．4．15）津名町大町（1966．6.2().196R

普通稲で個体数も多い。

26．ワモンサピカミキリPtere1Ophiaannulata

洲本市安乎町（1951．6．16）津名町大町（1966．7．3）

27．ゴマダラカミキリAnoplophoramalasiaca

洲本市安乎町（1947．7．1，1947．7．23）

最も普通の稀で、6～8月頃各地に多く、ミカンやイチジク津に,k<11"Z,

28．ホシベニカミキリEupromusr･uber

先山（1970．8．8）

死んでいるのを1頭採壊しただけである。

29．ヤハズカミキリUraechabimaculata

洲本市安乎町（1948．5．16．1970．6．10）〃蛸町大町（1966．

30．チヤボヒゲナガカミキリXenicotelapar･dalina

洲本市安乎町（1970．6．20，1971．5．30）

31．マツノマタ・ラカミキリMonochamusalternatus

洲本市安乎町（1947．6．2(）1947．7．20．1947．7．24）
普通蔵で6～7月頃各地に見られ、嬬火にもよく染まる⑥

32．ヒメヒゲナガカミキリMonochamussubfasciatus

先山（1951．8．8．1952．8．3．1952．8．23）
洲本市安乎町（1971．7．21）

普通穂で7～8月頃伐採木によく集まる。

33．センノカミキリAcaloleptaluxuriosa

先山（1949．8．4）津名町大町（1967．6．17）

採集品は大姻で上翅は灰色の地に黒色の帯状紋がある。

34．ニセビロウドカミキリAcaloleptasejuncta
先山（1970．8．8）

35．シロスジカミキリBatoceralineolata

先山（1951．6．17）洲本市安乎町（1959．12．30）
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冬瑚クヌギ*ｲ中にいる成虫を採集したことがある。

36．クワカミキリAprionajaponica

洲本'1】宏乎町（1947．6．18．1947．7．24）

許通諏で、クワやイチジク、ミカン等によく集まる。

37．タカサゴシロカミキリ01enecamptusformosanus

津名町大町（1967．5．28）

38．ヤツメカミキリEutetraphaocelota

先111(1951.7.23)

商船I活動し熔火に飛来する。

39．シラホシカミキリG1enearelicta

先III(1948.7.3().1Q67.7.31)

4()．ヘリグロリンゴカミキリNupser･hamarQinella

貢雌lli(1952.7.25)常降寺111(1952.8.11.)

41.リンゴカミキリObereajaponica

池名町大町（1967．5．28）

42．ホソキリンゴカミキリObereainclusa

43

44

45

洲本市安平町（1947．6．26，1970．5．23）

杵j耐靴でぁ系が燗体撒はあまり多くないようである。

キクスイカミキリPhVtoeciarufiventris

洲本巾.唆乎町(1947.6．19)

6月上周キクやヨモギに熊まる．

ルリカミキリBacchisafortunei

津名町大町（1967．5．29）

迫加

ウスパカミキリMegopissinica

1970．8．8虫同友会の先lll採集会のときに、参加者の1人が、嬬火に飛来したのを

1頭採集した。
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洲本市付近の蛾の記録

坂口
JED

ｶ゙ﾘ

秘も昆虫のそれぞれの美しさ｣こ。心を引かれ、特に諏蛾の多い承に廼行を感じていき

主に、1969年高校生のとき家の周辺で採集したものを、ここに報告しておき秀-r_､

マダラガ科

1．ホタルガPidorusglaUcopigatratus

l969．6．18洲本市鮎犀時々見られる。

シヤクガ科

2．アシブトチズモンアオシヤクARathiacurvifiniens

l969、6．18普通

3．ユウマタ'ラエタ'シヤクCalospilosmiranda

1969．5．20三原町小相列

5．23南淡町大日川ダム付近
〃

5．25洲本市姑屋やや多い
〃

4．ヒロオビトンポエダシヤクCystidiatruncangulata

l969、6．10洲本市鮎屋醤涌

5．キマダラツバメェダシヤクThinopteryxcrocopterastrio].ata

1969．5．3洲本市鈷犀普通

6．ツマトビキエタ'シヤクBiziaaexaria

1969．6．19洲本市岾麗少ない

7．エグリジマエタ'シヤク.Gonodontisarida

l 969．4．26洲本市姑屋

トガリパガ科

8．アヤトガリパHabrosynepyritoidesderasoides

l9 69．5．7洲本市鮎 屋 少 な い

カレハガ科

9．マツカレハDendrolimusspectabilis

1969．7．29洲本市姑屋6

－6－
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11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

ｰ

リンゴカレハOdonestisprumrufesens

1969．6．13岬水ii"i'ik4 涛潤

タヶヵレノ、PhiludoriaQlbomaculata

1969.6.13洲本市鮎阜

〃 6.14南淡町阿万多い

ドクガ科

ドクガEuproctisflava

l969．7．6洲本市鮎犀

シヤチホコガ科

ホソバシヤチホ．Fentoniaocvpete

l969．5.16洲本市姑岸

'' 5．25．〃 普瀬

オオェグリシヤチホコPterostomagrisea

l969．5．13．洲本市帖岸稀

ナガグロモクメHarpyialamigera

1 9 6 9.5.25茅い

ヤガ科

カラスヨトウAmphipVralividacorrina

l9697．17洲木市帖犀

ムラサキツマキリヨトウCallopistriajuventinaobscura

l 969．6．11洲本市姑屋

〃 6．27〃

キシタバCatocalapatala

l969．7．9洲本市姑屋普通

コガタノキシタ（CatocalapraeRhaxesther

l969．6．20洲本市帖犀

〃 6．27〃善涌

ワモンキシタバCatocalafulmineaxarippe

l 969．6．18洲本市鮎屋

－7－



21．カキパトモエEnmonodiarespertiliO

1969．6．13洲本市鮎屋

1970．5．31南淡町大日川タ・ム涛迩

22．シロスジトモエMetoptarectifasciata

l969．5．15．南淡町阿万

〃 5．25．洲本市岾屋普通

23．トモエガSpeiredoniaretor･ta

l 969．5．25洲本市鈷尾

8．19南淡町沼島多い〃

24．力クモンキシタパChrysorithrumamatumrufegceng

1969．9．15洲本市鮎犀

25．ウスズマクチパDinummadeponenB

1969．5．2．洲本市鮎屋

26．シロオビアツバTrisatelesemortualis

1969．6．9洲本市鮎尾

ヒトリガ科

27．アカスジシロコケカChionaemahamata

l969、6．13．洲本市鮎隠

28．ベニヘリコケガMiltochristaminiata

1969．6．13．洲本市姑尾

29．キハラゴマダラヒトリSpilosomalupricipeda
l969、4．21．洲本市姑犀普通

〃 4．29〃

30．スジモンヒトリSpilarctiasex･iatopunctata

l969．5．7洲本市鮎屋

1969．5．11．〃多い

31．アカヒトリSpilarctiaflammeoluS

1969．6．18洲本市姑屋

イボタガ科

32．イポタカBrahmaeawallichiijaponica
◆

－8－
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33

34

35

36

37

3 8

3 9

4 0

41．

1969．4． 8洲本荷j鵡厚

1969. 4．9〃

197（)．4．2〃

1970．4．3．〃少ない

ヤママユガ科

オォミズァォActiasartemisartemis

1969.4.25洲本市砧犀

′' 6 ．20〃多い

シンジユサンPhiosamiacVnthiaprveri

1969.6.8.洲本市釧桿

197().6.1n.'' 少ない

ヤーアマユガAntheraeavamamai

1969.9.1().洲本市弛原普涌

ウスタビガRhodiniaf､ugaxfugax

1969.11.17.洲本市雌犀

" 11．20普 涌

ヒメヤママユCaliRulaboisduvaliijonasii

1 9 6 9 .11.6．洲本市岾犀少ない

スズメガ科

メンガタスズメAcherontiastyxcr,athis

l969． 9 ． 1 0 洲 本 市 鮎 犀

エビガラスズメHerseconvolruli

l969． 9 ． 1 0 洲 本 市 戦 帛

オオシモフリスズメLangiazenzeroidesnawai

l969．4．10少ない

トビイロスズメClanisbilineatatsinRtauica

l969．7．8．洲本市鮎犀

42クチバスズメMarumbasperchiussperchius

l969．7．9洲木市姑屋
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43．モモスズメMarumbagaschkewitschiiechephr-on

l969．6．3洲木市鈷屋

〃 7．14〃多い

44．ウチスズメSmerinthusplanusplanus

l969．5．16洲本市鮎屋多い

45．ウンモンスズメCallambulyxtatarinovii

1 969．5．7洲本市鮎犀

〃 5．27．〃

〃 6．11．〃

1970．6．1．〃 多 い

46．エゾスズメPhyllosphingiadissimilisdissimilis

l970．6．8洲木市鱗尾少ない

47．クルマスズメAmpelophagarubiginosarubiginosa
l969．6．13洲本市鮎尾

48．プドウスズメAcosmeryxcastanea

l969．5．18洲本市鮎屋

6．13．”〃

49．ホシホウジヤクMacroglossumpyrrhosticta
1969．10．18．南淡町大日川ダム付近

50．ホシヒメホウジヤクGurelcahimachalasangaica
1969．10．8．洲本市姑屋

51．コスズメTheretrajaponica

l969．5．24．洲本市鮎屋

〃 6．11．〃

1970．6．14〃 多い

52．ビロウドスズメRhogastismongolianamongoliana
l969．6．13洲本市鮎屋

－10－
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淡路で再発見されたヒメハルゼミ

堀田 久

ヒメハルセミは、1打方系の昆虫の代炎的なものと考えられ、日本での分布の北限として、新

潟県能唯・茨城llil片膝・＃｢･錐曝淑俄の3力婿は、嗣の天然記念物に指定されている。淡黙鳥で

は、1933年に川I!;!忠瞭氏により三臓郡八木村馬廻で記録されたが、その後採集されず、ま

ぼろしのセミとさえいわれていた。

神大岬糊|jの恥谷先/には、勲年前からこのセミを探しつづけられ（実は誰者も昨年先生から

洲介を"f!蹴さオ'た1人でお尋が）今年も7ノ113Rには先堆御自身で調杏に来られた。その上

メハルセミメ,:、本粂のｲ泊て張る!灘|↓l忍明氏によへて、ついに再発見されたのである。

戒i肌溌lil似ば、本年7月‘術jT!'j>1ili砿にある絢鈍羽神社のシイ林で喚声を開き、関谷教授に速

絲、I:『醗授は7ﾉ･129冊に照地へ行;小れて、ヒメハルセミの生息を確認されたのである。

紬順1羽神|の寺わ↓)にけ緋|･合5（)0年余のシイの大木林が残っており、ここが生息地になって

いる”さらにill繭からI)uへ4～5kmの問にも原堆林があり、生息している可能件もあるとい

われている、

なお、飛者はこのヒメハルゼミの再発見について、勇谷先生より直捷お便りをいただいたが

本年8ノ113日付の朝日新剛紙上に納介されている。また、12月1日付の神戸新聞、兵庫探

楡｢l鍬；I,il(15)でもヒメハルゼミの特集記載があり、さらに昆虫と自然の本年9月号にも、

「兵庫蝋にヒメハルゼミを訪ねて」と煙する奥谷先生の報文が城せられている。

いずれにしても、獅戸内沿岸では南島にしか知られていなかったヒメハルゼミが、本会の

会員によって淡那島で再発見されたことは、誠に意義深いことであり、本会にとっても再ばし

い限りである。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊棄芦＊＊＊
＊ ＊

＊ ＊

洲 本市相川でクロコノアチョウ＊＊

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

本年（1971年）8月10、洲本市相川で、本会々員の武田義明氏が、クロコノ＊＊

＊ ＊

＊

マチヨウを1顕採集されたとのことである。淡黙の蝶がまた1藏類ふえたことは、我＊＊ ＊

＊ ＊

＊々淡脇に住む虫屋にとって、たいへん嫡しいことである。 ＊

士 ＊

＊ ＊

なお、このことについては、畳日邦明氏がMDKVo1.23,Nq2に発表されて＊＊

＊ ＊

＊ ＊
いる。

＊ ＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊才＊

－11－－



チョウの飼育記録

堀III 久

最近飼育したチョウのうち、数例の飼育結果を報告したいと思う。それぞれの畠iiについて成

長の最も早かったものの記録である。

1．クモマツマキチヨウ

1969年5月末、畑薫氏が大井川上流の二軒小屋付近で採卵したうちの10卵を分けても

らい、イヌガラシを与えて飼育した。

1969年6月3日全卵孵化（1令幼虫）

6月5日1眠起（2令幼虫）

6月8日2眠起（3令幼虫）

6月10日3眠起（4令捌1虫）

6月13日4眠起（5令幼虫）

6 月 1 7 日 前 鱗

6月18日擁化

嫌は夏の間宰内の涼しい所に間き、11月12日から報年4月12日まで冷砿liliで保智した。

1970年4月26日羽化（雄）

2．キマダラモドキ

1969年9月14日、浜田稔氏が大阪府東能勢村青艮山付近で母蝶を採錐しj)"|1させたの

を分けてもらい、スズメノカタビラで飼育した。

1969年9月14日産卵

9月24日綱上（1令幼虫）

幼虫は卵殼を食べただけで食草は食べない。10月15日から翌年4月19日まで冷蔵庫で

保管し、乾燥しすぎないように注意した。

1970年5月6日1眠起(2令幼虫）

5月16日2眠起（3令幼虫）

5月25日3眠起（4令幼虫）

6月2日4眠起（5令幼虫）

6月12日前蛎

6月13日蝉化

－12－



ｰ

1970';iZ61127II羽化〔雄）

3．オオムラサキ（秋'《ノ）

197():I8ノj51.1、大坂府峨皀鏡村I'iHIII付近で母妓を揮集し、エノキの枝に大爵jの捕虫

羽を力‘ぷせて蛾を放し巌卵させた。幼虫の大黙分は、エノキの筈通の葉を食べて4令で越冬し

たが、一}WIの幼虫にエノキの?.了い範を与えたところ、秋rjが羽化した。

197（)年8j16日踊卵

8"12｢I孵化(1令幼虫､

81]15nl眠起(2令幼虫）

8月22「12眠紀（3令ﾑﾉ1虫）

8月29H3眠起(4令幼虫）

9ノ14I~14{!!("(5令幼虫）

9ノI2()niif醗力

9ノ）21「1榊ｲヒ

10m7日羽ｲヒ（緋）

4．ナ ガ サ キ ア ケ ハ

1971年7月20日、洲木市巾良町でユリの加こ飛来した雌を採集し、飼育錆の中で産卵

させた-,幼虫に11ナルトミカンの蛙を与えて6情した。

1971年7月2111旅卵

7ノ126｢!孵化(1令幼虫）

7ﾉ129H1服起(2令効虫）

7月31日2眠起（3令幼虫）

8月3日3眠起（4令幼虫）

8月6日4眠起（5令幼虫）

8月 1 2 日 前 螺

8月 1 3 日 卿 化

8 月25日羽化（雌）

なお、8月30日までの間に、他に雄2頭、雌3萠が羽化した。

一.13－
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編 集後記

今年度当初の例会で編集委員になったので丁が、なにしろ、今

年入会したばかりのこととて、最初計画したものとはぱと･i､尚い令

誌になってしまいまして、本当に申し訳なく思っていま才←

しかし、本号からタイプ印刷と.して、てぃさいも新たにしまし

たので、これを機に本今の活勒がより活発になれば幸です。

III)（珈
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路昆虫同好会

（事務所）洲本市＃ ロ操方

取町五TE
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